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Ⅰ 組織の概要 

１．事業者名及び代表者名       

 イケヤ株式会社       

 代表取締役 寺田 三和子       

２．所在地 

名 称 所 在 地 

本社・大島工場 静岡県浜松市東区大島町 747-1 

有玉工場 静岡県浜松市東区有玉北町 375 

３．環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先       

環境管理責任者 寺田 利将  TEL 053-434-5416 

E-mail toshimasa.terada@ikeya-corp.jp 

事務担当者   吉川 良平 

               

４．事業の概要       

 楽器部品・自動車部品等の製造、加工、組立 

        

５．事業規模 

指標 単位 2022 年度 

全社従業員数 人 38 

全社売上高 億 約 4 

本社工場床面積 m2 1952 

有玉工場床面積 m2 1519 

６．事業年度 

毎年 1 月 1 日～翌年 12 月 31 日 

 

７．レポートの運用期間及び発行日       

 環境経営レポートの運用期間 （2023 年 1 月１日～2023 年 3 月 31 日）       

 環境経営レポートの発行日 （2023 年 5 月 29 日）       

        

８．対象範囲       

 活動；楽器部品・自動車部品等の製造、加工、組立  

 対象組織；本社・大島工場及び有玉工場   

mailto:toshimasa.terada@ikeya-corp.jp
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Ⅱ 環境経営方針 

 

[環境理念] 

イケヤ株式会社は、平面材料の加工を中心に顧客要求に対応したモノづくりを行い、その技術・

技能により顧客製品の競争力を高め、事業を通じて地域社会に貢献する。 

 また、事業の維持発展の為、関係法規を遵守し、地球温暖化問題への取組みや地域環境に配慮し

て人材の育成と安全で快適な職場環境整備、安全で安心して頂ける製品を効率よくお客様へ提供す

ることを継続的に行う。 

 

[基本方針] 

当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。 

 

1. 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量等の削減に努めます。 

①. 電気、軽油、ガソリン等の使用量削減に努めます。 

②. ３R 活動の展開による廃棄物の削減に努めます。 

③. 節水活動による水使用量の削減に努めます。 

④. 化学物質の適正使用に努めます。 

 

2. 環境関連法規制等の遵守 

環境関連法規制を遵守します。 

 

3. 環境に配慮した製造活動 

環境に配慮した製品作りを推進します。 

 

4. 環境経営の継続的改善 

顧客との環境コミュニケーションを推進するなど顧客満足度の向上等を図り、 

環境経営の継続的改善を実施します。 

 

5. 環境コミュニケーションの実施 

①. 社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず周辺環境を考慮し 

より良いコミュニケーションを図って行きます。 

②. 社内においては、全従業員に環境経営方針を周知し、 

全社員参画による取組を目指します。 

 

制定年月日 2023 年 1 月 1 日（初版） 

イケヤ株式会社 

代表取締役 寺田 三和子
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Ⅲ 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関係者の権限と役割＞ 

社長 

①. 環境経営全般に関する責任と権限 

②. 環境管理責任者の任命 

③. 環境経営に必要な資源の準備 

④. 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする 

⑤. 環境経営方針の制定及び改定 

⑥. 環境経営システム全体の評価と見直し 

⑦. 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知 

⑧. ＥＡ２１の環境経営システムの運用のために必要となる経営資源（人・もの・資金・情報

など）を用意する 

環境管理責任者 

①. 環境経営システム全般の運用・管理 

②. 環境経営目標及び環境経営計画の作成 

③. 取組状況の社長への報告 

④. 環境経営レポートの作成 

 

代表取締役社長 

寺田 三和子 

環境管理責任者 

（取締役） 

寺田 利将 ＥＡ２１事務局

（品質管理課） 

吉川 良平 

大島生産課 

資源の削減 

有玉生産課 

資源の削減 

営業課 

資源の削減 

生産管理課 

グリーン購入 

品質管理課 

資源の削減 

総務課 

設備のｻﾎﾟｰﾄ 

本社・大島工場 有玉工場 
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ＥＡ２１事務局 

①. 環境負荷データ等の集計 

②. 環境経営目標・環境経営計画の進行管理 

③. 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施 

④. 環境管理責任者へ取組状況の報告 

⑤. 環境関連法規等の遵守状況チェック 

⑥. 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行、訓練の実施 

⑦. 文書・記録の管理 

各部門長 

①. 部門の環境経営計画の実施 

②. 部門データの集計 

③. 部門の問題点把握と是正対策の実施 

④. 部門取組状況の事務局への報告 

⑤. 部門の従業員教育 

その他の従業員 

①. 自分の役割を守りエコアクション 21 活動を推進する。
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Ⅳ 環境経営目標 

 

1.運用期間（2023 年 1 月～2023 年 3 月） 

基準期間

2022年1月
〜

2022年3月

基準値 目標削減率 目標値

㎏-CO2 37,881 -2% 36,997

kWh 60,783 -3% 58,959

L 603 0% 603

L 305 0% 305

kg 2,269 0% 2,269

産業廃棄物 kg 5,040 0% 5,040

㎥ 88 0% 88

― 適切な管理・使用 適切な管理・使用 適切な管理・使用

項目 単位

運用期間

2023年1月
〜

2023年3月

二酸化炭素排出量

内訳

電力

ガソリン

軽油

プロパンガス

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量  
電力削減 3％とし、他は現状維持とする。 

 

２．中期の環境目標 

基準年度

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2022年1月
〜

2022年12月

2023年1月
〜

2023年12月

2024年1月
〜

2024年12月

2025年1月
〜

2025年12月

㎏-CO2 112,998 109,933 107,889 105,846

電力 kWh 210,681 204,361 200,147 195,934

ガソリン L 2,546 2,546 2,546 2,546

軽油 L 1,011 1,011 1,011 1,011

プロパンガス kg 7,027 7,027 7,027 7,027

産業廃棄物 kg 25,330 25,330 25,330 25,330

㎥ 405 405 405 405

― 適切な管理・使用 適切な管理・使用 適切な管理・使用 適切な管理・使用

内訳

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

二酸化炭素排出量

項目 単位

目標年度

 
2022 年を基準に電力削減 2023 年 3％、2024 年 5％、2025 年 7％とし、他は現状維持とする。 

 

＜備考＞ 

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用） 

－R２年度実績－ R４.１.７ 環境省・経済産業省公表の日本テクノ(株)の調整後の排出係数である 0.485(kg-CO2/kWh)を使用した。 

２．電力には太陽光発電を含む。 

３．「化学物質使用量」は、顧客受託品として適正管理を行う。 
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Ⅴ 環境経営計画 

 （運用期間：2023 年 1 月～2023 年 3 月）    

 

分類 環境活動項目 責任課 1月 2月 3月
大島生産
有玉生産
営業
生産管理
品質管理
総務
大島生産
有玉生産
生産管理
大島生産
有玉生産

効率的な集配ルートを選定する 生産管理
急加速、急発進を行わない、タイヤの空気圧点検を行う 営業

大島生産
有玉生産
有玉生産
営業
生産管理
総務

大島工場へ太陽光発電を導入する準備をする 総務
大島生産
有玉生産
営業
生産管理
品質管理
総務
大島生産
有玉生産

流出不良によるクレームを減らすため、作業手順が守られているかパト
ロールをする

品質管理

大島生産
有玉生産
営業
生産管理
品質管理
総務
有玉生産
生産管理

廃棄物を見える化するため、負荷表を更新する 事務局
大島生産
有玉生産

SDSの更新を1年に1回確認する 有玉生産
有害性化学物質の種類、使用量、保管量を記録管理する 有玉生産
車両の定期点検を通知時、点検を行う 総務

有玉生産
生産管理

グリーン購入法適合品の購入を配慮する

化学物質の管理

その他

週末の清掃で３S（整理・整頓・清掃）の活動を行う

電気の削減

ガソリン、軽油の削減

水の削減

廃棄物の削減

照明の担当者が点灯の判断をする
不必要な時は手元スイッチで消す

エアコンの担当者が稼働の判断、設定温度の管理をする
フィルターの清掃、点検はリストで記録する

デマンド監視をし、ピークが近い場合、エアコンなどを切り最大電力を超
えないようにする

終業時、ポンプ音がしていないか確認する

使用済み用紙の裏紙が活用できる紙は可能な限り利用するよう工夫す
る

加工ミスによるロスを削減するため、工程不良の統計を取り、作業者に
指導をする

産業廃棄物などについて、分別回収ボックスの適正配置などにより、ご
みの分別を徹底する

コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収ルートをメーカに依頼す
る

チップボールの使用量削減に取り組むため、使用量を把握する
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Ⅵ 環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度

の環境経営目標 
 

運用期間（2023 年 1 月～2023 年 3 月）の環境目標の実績  

基準期間

2022年1月
〜

2022年3月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値

実績
削減率

評価

㎏-CO2 37,881 0% 37,881 27,678 -27% ○

kWh 60,783 -3% 58,959 52,339 -11% 〇

L 603 0% 603 432 -28% ○

L 305 0% 305 176 -42% ○

kg 2,269 0% 2,269 1,757 -23% ○

産業廃棄物 kg 5,040 0% 5,040 2,960 -41% ○

㎥ 88 0% 88 87 -1% ○

kg 適切な管理・使用 適切な管理・使用 適切な管理・使用 ○

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

内訳

電力

ガソリン

軽油

プロパンガス（LPG）

二酸化炭素排出量

項目 単位

運用期間

2023年1月
〜

2023年3月

 
 

＜評 価＞ 

二酸化炭素 

 有玉工場に太陽光発電を導入により電力減少。 

 去年より平均気温が高く、暖房にかかる電力、プロパンガス使用量の減少。 

 配送先の集約により、ガソリン、軽油の減少。 

 

廃棄物 集計期間の都合により、変動幅が大きい。 

 

次年度経営目標 

 変更なし
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Ⅶ 環境経営計画の取組結果とその評価，及び次

年度の環境経営計画 
（運用期間：2023 年 1 月～2023 年 3 月） 

 
 

＜備考＞ 

 評価判定：○（良くできた）  △（まあまあできた）  ×（できなかった）  -（実施が見送られた） 

分類 環境活動項目 責任課 評価 コメント 今後（次年度）の取組内容
大島生産 〇
有玉生産 △
営業 〇
生産管理 〇
品質管理 〇
総務 〇
大島生産 〇
有玉生産 △
生産管理 〇
大島生産 〇
有玉生産 〇

効率的な集配ルートを選定する 生産管理 〇 守られている 継続実施

急加速、急発進を行わない、タイヤの空気圧点検を行う 営業 〇 守られている 継続実施

大島生産 〇

有玉生産 〇
有玉生産 〇
営業 〇
生産管理 〇
総務 〇

大島工場へ太陽光発電を導入する準備をする 総務 〇 順調に準備が進んでいる 継続実施

大島生産 〇
有玉生産 〇
営業 〇
生産管理 〇
品質管理 〇
総務 〇
大島生産 〇
有玉生産 〇

流出不良によるクレームを減らすため、作業手順が守られて
いるかパトロールをする

品質管理 〇
注意事項は工場長に伝達し指導
をお願いした

継続実施

大島生産 〇
有玉生産 〇
営業 〇
生産管理 〇
品質管理 〇
総務 〇
有玉生産 〇
生産管理 〇

廃棄物を見える化するため、負荷表を更新する 事務局 〇
表にすることで量の理解が進ん
だ

継続実施

大島生産 〇
有玉生産 〇

SDSの更新を1年に1回確認する 有玉生産 〇 更新済み 継続実施
有害性化学物質の種類、使用量、保管量を記録管理する 有玉生産 〇 記録されている 継続実施
車両の定期点検を通知時、点検を行う 総務 〇 点検実施 継続実施

有玉生産 〇
生産管理 〇

裏紙や両面印刷が守られている

守られている

毎月把握している

週末の清掃で３S（整理・整頓・清掃）の活動を行う

加工ミスによるロスを削減するため、工程不良の統計を取
り、作業者に指導をする

産業廃棄物などについて、分別回収ボックスの適正配置な
どにより、ごみの分別を徹底する

コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収ルートをメー
カに依頼する

チップボールの使用量削減に取り組むため、使用量を把握す
る

水の削減 終業時、ポンプ音がしていないか確認する

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

電気の削減

照明の担当者が点灯の判断をする
不必要な時は手元スイッチで消す

エアコンの担当者が稼働の判断、設定温度の管理をする
フィルターの清掃、点検はリストで記録する

デマンド監視をし、ピークが近い場合、エアコンなどを切り最
大電力を超えないようにする

ガソリン、軽油の削減

有玉生産にて、消し忘れが
改善された

有玉生産にて、消し忘れが
改善された

最大電力を超えなかった

異常なし

化学物質の管理

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

対象品の再確認をしている
その他

グリーン購入法適合品の購入を配慮する

分担表を守っている

毎月指導されている

回収業者よりクレームなし

廃棄物の削減

使用済み用紙の裏紙が活用できる紙は可能な限り利用する
よう工夫する
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Ⅷ 環関連法規などの遵守状況の確認及び評価の

結果，並びに違反，訴訟などの有無 
 

環境関連法規等の遵守状況 

 当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

評価日：2023 年 4 月 28 日 

評価者：管理責任者 寺田 利将 

 
 

違反、訴訟等の有無 

 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟、近隣住民からの苦情はありませんで

した。 

 

法律・条例 条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応
遵守
結果

第12条
第2項

産業廃棄物保管場所への掲示板の設置
掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上の大き
さ）

○

第12条
第5項

産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委
託契約

契約書の締結及び保存 ○

第12条の3
第1項

マニフェストの交付 Ａ票（委託時、電子マニは３日以内） ○

第12条の3
第2､6項

マニフェストの保管 Ａ票～Ｅ票：５年間 ○

第12条の3
第6項

マニフェストの期間内返却の確認
Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以
内

○

第12条の3
第7項

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 提出済み ○

第8条
産業廃棄物管理責任者の設置（年間排出量
10トン未満の場合は対象外）

任命済み ○

第10条
実地確認の実施と記録保存（年間排出量10ト
ン未満の場合は対象外）

委託先が優良認定業者 ○

第9条の3 液化石油ガスの貯蔵量の消防署への届け出 届済み ○

第9条の4
少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱
基準

遵守している ○

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出 届済み ○

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 乙4種危険物取扱、有資格者 ○

家電リサイクル法
（特定家庭用機器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者
等への適切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払
該当
なし

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対
象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実
施
圧縮機電動機定格出力に応じ有資格者によ
る「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①自主点検、他メーカー点検 ○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
空調機の撤去時は、専門業者に依頼、
適切に処理

該当
なし

第65条
必要な作業環境測定を行い、及びその結果を
記録

測定、結果の保管 〇

第66条
第2項

特殊健康診断 半年以内に1回、実施済み 〇

浜松市産業廃棄物の
適正な処理に関する条例
（浜松市内の排出事業者）

消防法

フロン排出抑制法
（フロン類の使用の合理化及び
管理の適正化に関する法律）

廃棄物処理法
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

労働安全衛生法
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Ⅸ 代表者による全体の評価と見直し・指示 
日付  2023/5/11 

作成者 吉川 良平 

報告者 寺田 利将 

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 全て到達

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

特に問題ありませんでした。

３カ月の短期運用であるため、もう少し運用を続け、状況を判断します。

その他（                                 ）

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動
向

温室効果ガス削減に関心が高くなっている

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イケヤ株式会社

代表取締役　寺田　三和子

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　2023年3月までは順調に推移しているが、2023年1月からの運用開始から3か月での評価である為、今年度が
終了した時点でシステムの有効性、目標、取組の妥当性について改めて見直すことにする。以前より節電、節
水、ゴミ分別、歩留まり改善等に取り組んでいるので大きな目標改善は難しいが、各課は引き続き定期的に職
場を巡回観察し、社内コミュニケーションでの"気付き"を大切にし、活動項目の適正化、更新をはかり、効果的
な取り組みを目指す。
　実施体制については2004年取組のISO9001の仕組みを利用し、有効に機能していると判断する。

2023年5月12日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

環境経営計画 「できること」「やれること」を現場の視点からも考える

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

 


